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ma筆叡・輔・・パース騨三三1鴨撫傭｝（単数赫納a♪に出て回したこ

つの轍を襯する機会を鰍・一つは、勇逼駄学四部鞠靴朋徽櫨縫観蝋アツ

バース騨鋼一考撫あi）・今一つ1み・一・ドブ・一一＋tン翫務ラム醐第一章影魚

ArabとMawaliとの航争である軟逓awaHに就いては・蜘こA貰ibとの関係に於いて・ア

ツバ蝋ス朝社会の特質を遺憾なく表示しているた猷佐藤氏は、遜awaliに就いてはとも角、

同論文を未だ完結しておられない時に、その論交に就いて書くことは素より憂慮されろが、ここ

に一筆して同氏の叱責を賜おれば幸甚の至である。

’7，、一一．　FIアミ「ツ氏は1887年工s7ブトのカイ・』で生れ削スラム学者であって・その辮

「イス弘の朝」は「イスラムの黎捌の続編として1933年力4　Ptで出門れた、鳶1醐ア・バ

ース朝時代の社会、思葱交化、宗薮の各方面に亘る研究書である。時代的には佐藤氏が対象と

され溶アツバ歌朝の鰹欺就中ア・v．マフデ4一・よリアツ．ラシー脳至麟糊に櫛
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　するわけであるが、七かしヂこの時代のイスーt一ム社会の下部雛造～．就中、土地問題と商業資

　本の閏題をと’｝）上げ、珂館な範囲内で当時のカリフ政擢を中心とする政治権力との関連にも触、

　れてみたいと思う」と、その精言に於いて述べておられる通り、盤三思の回心問題は、土地問

題と三二稿ら、恥・川・ncいて鮒謙趣ないのであ砿ここ・・ア；・・’・・ド・ア

・一紙のM・w・1…就・・’・’の所見を凹しそ・筆勧M・w・1…1・四丁三三三三

　とするのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IE　”　一，

　　『．お前たちは劫火の穴の縁にいた璽を、アッラー・がそこから：救い出して下さった。邊コーラノ

　のこの一節に対し；系図学者として有名なQatadahは「（アッラー・に助けられた）このアラ

ビアの ﾋ・燗が購で貧しく溜屯としていて流だ瀕を僻ら脚毒しみながら．

騨営岬’璽Pて噸やとギリシャの二匹の鰍搬れて轡もで猷ざり

・て齢嘱土に蛸噸図るものはなく滲め雄泳拠じ・死点畑・投囎てら

厭鰍さ泌・・隔っても征服τ・・“　t‘）　eと脈く・当糊肺の塑・知舳なく・土地・

を雛して・儲だけ砂騨縦生逸してい・・’・1（すぎ緬つた・そして一潭アッラーが

イスラムと共に現われて三筋1焼啓タ切後継者となし聖鞠こ9き・恵みを撰すたもうたので

　あるjと解いている。

　　T・　b　a．・了は・その鰍記ぺ恥・・カ・蜘シヤの征服に際し・ぺ・レシヤb…iらその軍隊の数

　を減したため、人々にそのことに驚き、如何にしてペルシヤと戦争をするかを尋ねたのであっ

たが、「藷国のイスラム教徒㊧権威と圧力により3彼等をイスラム教徒に従わせ喬ことにある」，、

　とC’　Urna　！’は表明した、と謁しているe

　　Kit・げ＋肱・・甜の慨るところによオ賦撫・・hの訊・ρ騨がS・甫峨の

アラビヤの嬬こ矯礁そ嚇婚旛された硬あ帥力㍉MtIha悶a．d．ibn　B鴨捗

　al　KhlirajrがMedina酔こ乗り込んで、当蒔の養，edina11の長官であるIbr5hrtn

　ibnHish夏m　ibn三SmガT1にそのことを訴えたため、別れさされ、その上二百圃も

鞭で打たれる罰にあし＼頭髪と口髭と眉を剃り落されてしまっためであ6，。飽原ム∫edin議

の長官は「Sunnaに従って正統に裁かれた」と言って称賛されたのtt“ある。

．・・バーx朝となるに及んでアラr・人の回れ瓢M・w口叩る雄と縄したい

　と思えば、父、祖父の許しを得て結婚できるよ5　tとfSつたのである。しかし、その子供は．

liuwalladと呼ばれて卑しいものとされたのである。　　　　　　tt　　　　．．　　tt

　　沙漢g）アラビア人が裁判宮Sawwa　rのところへ来で、「私の父親は死にました，，もとに極
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と弟とが残り邦た・」と鰍たのであるカ㍉「領分は二分せよ！」とその嗣官輪1幡

そこセ三三　「実は私には一人の翠ajτnがいます。」と付け加えたのである。裁判’醸よ、「

’では、庵う一つ領分を設けなさい。『 vと裁定した。そのアラビア人は、「財産は如何にすれば

よろしいか？」と尋ねた。「若し他に相続人がいなければ三分しなさい。」と裁判｛諭ま震い

渡したのであった。そこでアラビア人は、「戴判官は、私と弟とそして我々の歯j強．とであ

ることを御理解だとは思え．ない。」と言って、正したのであるが、裁判官は、「財産は三等分

しなさいjと判決したのである。その沙漢のアラビア人は、「Ha茸nも私や弟が取るのと陶

じだけ取るのですか？」と言った。裁判宮は、「その通りだ！」と答えた。そこでそのアラビ

ア人は怒って、「沙漠には国家はない。自由があるだけだ1」と言い放ったのであるQ

　アハマド，アミーソ丘はこれら一連の資料をもとに、　「事実オンマヤ朝にあってはイスラム

の権威が平等に行渡っていたのではなく、為政考によつてその態度が相違したりした。Maw

配iはアラビア人の支配下にあった：方が、ペルシヤやギリシャの支配下にあった時より幸福

で誕壕かどううド・・噸離補1遜でこ砿。し・凡、た嬬い骸壁は、上藻準縫し三唱嫉．

や宗教の部門については、Maw蚕1　1’でもAraぴfも周等に冨み栄えていたのである。」と蓮

ぺている。

　M3噸1Tはオンマヤ朝を嫌い、その衰退を早めた程であるが、アラブからペルシヤへその

続治権を移そうとする意図はなかった。ただハシミテ王家を援助することによりすンマや王朝

からその読治糠を奪い、カリフという名誉ある地位を三重すると同時之、』1自分達の国家の自体

を得ていったのである。

　しかし、オンマヤ朝が滅亡しベアツパー入朝となっても、アラビアの種族と種族との抗争は

その跡を繕た宇、アラビアが朗象として統一達成することを妨げた。慧斧賄　ibrZ諮d

ah斡事肱n了など、　Yemenを硫治した時、ぬbi　3hとその癒鼓以外’り無詔r族と

同盟したため、閻族の一味のため殺簿されてしまったのである。

　他面、ペルシヤはある程慶自分の欲望を満足させていったのであるが、どこまでもペルシヤ

王朝を樹立させることが彼等の望むところであって、ペルシヤが確保g．た領域は多いとは言え

なかった・だが前期アツバー・ス朝のカリフはペノレシヤに満足レ、al　iMa　n・u・i’・1：どは自分の

雍こ臨ん一6・．「私はお働こホラV・一一ソの住民を推薦する。彼等はお前の援助者であ…り、ヌー派

でもあるからだ。」と自分の三子に遺言じた程なのである。

　ペルジヤの優位は遂に歴史家をしてペルシヤの政治、行政力の勝利とし、前期アツバース朝

時代の重要な特質の一つと考えさせるにいたったのである。しがし、どの程慶までアラブが征
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服されたのか。ArabとMaW八丁との関係はこれで終りをつげたのか。事実これがすぺてで

はなかった。アツバース朝のカリフはハシミテ王家によるアラブ系であって、彼等は繁栄し、

数々の出自をなし遂げていたのである。アラブが遂にペルシヤの支配下に隆つた時、アラブと

ペルシヤとの結びつきは、すなわち、al　Man＄urとAbuMuslimとの関係であり、　a”

r－Rash了dとBarrnecideとの関係であった。

　しかし、アツバース朝への麩はペルシヤ勢力の伸張を意味するが、他面アラブ勢力の軽．

減でもなかった。この時代に於いても、入々はアラブとの血縁関係によってその繁栄を望み、

Abu　Muslimでさえアラブの出身であることを主張した程なのである。

　Ki猛ピ1≦Agh査n了によれば、　W言1iban　ibn　aユーfi　ub5bが自分はアラブの出身

・であることを主張して止まなかった。そこで、Abu　l　At　a’hiyahは次の様な詩句カシー

ダをよんで彼を譲刺したのである。

　　Walibよ、貴方は瑞々しい、熱したなつめやしの鞄こ混じった、悪質のなつめやし

　　の実のやうに、アラブのなかにいるのか、

　　Mawaliにもどって、そして広大な土地を駆けめぐれ。アラーに誓って、我々と共

　　にいなさい、貴方より我々の方がどれだけArabに近いことか！云々。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑓

　しかし、疑いもなくペルシヤの勢力はアツバース朝になって日に日に増大し、オンマヤ朝に

おいては、Mawahを官僚として従藝させることは怒りを買うもとで、稀であったが、　al

Mansurにいたって、彼は最初にMawa｝iを官僚として従事させArabにも増して彼等を、

好んだのであった。この傾向は彼の以後増大し、遂にArab出身の長官が減少するまでにいた

ったのである。こ、の点、佐藤氏の「解放奴隷」（MawaIiのこと、筆者注）は「指揮宜」と

共に、カリフの「一族jや「親近者」と同じようにカリフの身近にあり、その信頼を受けてい

’たことが知られる。そして解放奴隷よカリフの代理として凡ゆる方面に派遣せられている。軍

監として「指揮官」と共に従軍しているのはその一・一esjである。また解放奴隷叡要職たるr宮盛i

に任命せられている。解放奴隷にして「大臣」や「会計監査院jの長官などの重要な職掌に任

命せられたものである。解放奴隷が各殉の長官として知事に任命せられている事例がある。「

駅逓長宜」はその一つである。一等に相応するのであろう。しかし、アッバース朝といえど

も、佐藤氏の言われるよ『うな1’富僚meを構成する有力な社会階層の一つである」という定義は

どうであろうか。k藤氏がいみじくも「カリフ政権を支えている上部構造は、膨大な官僚層と

彩しい軍隊である。この上部構造を麦えている下部樽造ま、ペルシヤ人を始めとする被difi眠
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を主とし、これに征服者たるアラビア人の加わった農民、手工業者、商人なのである」と述べ

ておられる、その「ペルシヤ人を姶めとする被征服民」こそが、Mawa互iではないのであろ

うか。

　さて、アハマド．アミーン氏は、Tabar了がその年代記の申で、「al－Mansurに肌色

の黄色い一人の召使がいた。彼は経験もあり、欠点などない人物であったが、ある日、al”“

Man§urは彼に尋ねた、貴方の人種は？彼は、私はアラブでございます、と答えた。そこで

アラブのどの種族に属すのですか？と、a1－ManSurは尋ねた。　Khawlan族です。　Yem

bnの捕虜となりました。我々の敵は私を捕えて、竃官とし、奴隷としてしまったのでζざい

ます。そし．て私はオンマヤ王家のさる家に：身を寄せていたのでしたが、今、教王さまの御厄介

になっているしだいでございます。彼はこの様に答えたのであったが、a1－Man§urは、ま

あ！何んと貴方は恵まれた人か！しかし、私の宮殿にアラビア人は入ることができないし、ま

た私の妻に仕えることもできない。出て行きなさい。アッラーの神よ、彼が健康であらんこと

を。そして貴方の望むところへ行きなさい！と言った。」という史実を記しているのを、引用

しているあである汰この史実は私にその微妙な歴史の空気を感じさせるのである。

　　　　　コ　a1－Ma　munの治世となるに及んで、ペルシヤの勢力は増大するばかりであったが、ここ

でペルシヤばオンマヤ朝からアツバース朝となったときに得たと同様の第二の勝利を獲ち得て

いたのである。碕故ならペルシヤの大多数のものがaレMざmunを支持し、アラビア人の多く

のものがal一）Arntnを麦持したのであり、　al一蟻♂m騨の勝利は、ひいてほ、ペルシヤの勝1

利となったからなのである。しかし、その後、a1－Mゴtasimがカリフとなるに至って、ペ

ルシヤの地位をトノセコが取って代り、アラビア、ペルシヤを斥けて、アツバース朝も中期とな

るのである。

　ArbbとMawiiTとの抗争は工学の面にも学問の面にも繰広げられたのであった瓜　「A

fabはMawaiTez屈したのではない、抵抗したのである。ときにぽ烈しく、ときには静か

に闘争は繰り返されたのである。⊥とアハマド．アミーン氏は述べ、次の如く結論している。

「この両者の抗争はArabの敗戦とMa幡lTの勝利に終った。しかしArabが完全に負けた

のは、政治．行政の面であって、宗教．言語について言えば、Arabが支配したのである。ゾ

ラスターはイスラムと共徽できなか？たし，・M・w蔚9）．諸芦魏アラビア語を§躰化させ

るどころか、アラビア語に奉仕し、アラビア語を種々な面から変革していったのである。政治

に理想をかけ、その目的を達成していったMawa　I五は、宗教にも言語にも貢献していたので

あり、両者の基礎づけをすると同時にその粗雑さを正していったのである、1．　　無神論の動
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向を、彼等は時に応じてみせたのであるが、その動向は強固に休止していた。たとえ動いたと

して ﾗ鱗ρ轡？た．タ・そ濾ちよ幽幽のある都アラピ薦の聯こペノレシ

や幽晦つ嚇せ屯うt，する御心ぎもの脚た・幽晦アラビア綿縮の応命り

宗教め上葉であり、学問の言葉であった。Mawξぼはアラビア語を学び、そしてそれは自国

語の如くに洗練されたものであった。」と、

　私は、こ4）回章をもって、この資料紹介を終ろうと思う。　　（9月ユ6日）

ペルシヤ美術展から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　　田　光　　邦

　真夏のテλラソの博物館はいつもひっそりとして、黄色のカーテンが印象的であった。明る

い緯くばかりの光がい？健いに室にあふtしている蘇かで、私は幾日も先典時代にはじまる豊富

な蒐集を見歩いていた。金ボタンの制服の守衛達も、外観はいかめしいけれども、たえす異邦

の者比も笑いかけ、写真をとったりノートをとったりしていても、う．るさく干渉することもな

かったし、折々には見物に来ている人たちが私につきまとうのを、たしなめてくれたりもした。

貸本では全く見られない大きな窓から、豊窟に明るく流れいる自然光が、すべての陳列品を微

細嫡でキらせて喚のである・そして時に贈されて完備した図翻でいろいろの謝

・くりひろげてみたりもしたのであった。

　そうした妊るいペルシヤの太陽のもとでみた忘れ得ぬ美しさを示す品々に、ζの慶再びめぐ

りあ・うた除その印象の余りに異るのK私は驚かなければならなかった。・ああした一例から

光を当てたりスボツトで浮び上らせたりする展観は、断じて中近東の乾燥地帯に生れた美を観

る態慶でぼあるまいe陽光の下で生れたもりは陽光に帰してやれ。湿つぼい闘接光の中では、

あの透明な青緑色や黄色もその輝きを失っているのである。金ρ輝き、銀の輝き」それらはす

べてあの降りそそぐまばゆい陽光のもとで、はじめてその豪華な美しさを示ずのだ。グルガン

出土の大きな水差（鼠録281）は、たしかテヘランでは二階の中央、東西の窓から明る・い光

の入る中で、四方ガラスのケr’スの中央に堂々と躍かれていtg。そしてラスターの強い光沢が

強烈飾象を与えるものであった拷μここでは詠い御隅に押しこめらiLsぼんやりした

光がおすかに交様を浮ばせているにすぎす、わびしいばかりであったb、

こう‘ ｵた潮は日本のデ寧ナーのさカ・しらであろうか・ルーズ・レ展で示された展論式の

無皮翫模倣で紡うか．しかしあれを堪頭は柱頭に、家期糊の雌に、．．tすべてが本勅・

＿一　1　b・＿　　　一　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　「　1　／t


